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が 6世紀中葉に勢力を失墜 したのち,交通路の遷移に従 ってK豆pi畠iを根接とし,Khing豆1を
始祖 とする土着の王朝が興起 した｡7世紀後半 になると政標はK豆pl畠iの南彊 K豆bulを根按
とするTtirkのKJabulShah王朝に移 り,南方に位置するZabulistan(現GhaznLl地方) の支
配者 と深い関係をもちっっ,9世紀にBrahmanismを奉 じた王朝にかわるまで存績 した｡時
〔1〕 430
東 方 学 報
はあたかもArab-Muslimの北上する時代に嘗り,これらの政権はかれ らとの抗撃を僚儀な
くされたが,インドと中央アジアと撃方から動く遠距離貿易を背景に係数, ヒンドゥ-教を































































































































































































































湯薬陀 (TashkuTghan),沙勧 (K豆shgar),朱居 (Yarkand)を役廃させてKhotanにおいて
柔然に接し,西はKaw豆tI世を塊魔王としてS豆S瓦nPersiaを牛耳り,北はSamarkandを
役属させてSoghdをわがものとし,また安息 (Margiana)を役属させ,さらに北,東の脅






藍記』によるとその間の路上の園は,波知 (Zebak), 到着紳亀2年11月初 (519年12月初旬






平野であることは別に論讃 した (KuWayama1991A,120f)｡ エフタルの冬営地か ら
Gandh豆raに赴 く宋雲の旅程の最初にみえる地方は ｢波知Zebak｣である｡すると宋雲は































東 方 撃 報
『周書』巣域樽下ははやくとも553年ころ突蕨の木秤可汗が柔然の郡叔子を攻破した勢をもっ










































れにからんで統葉護が牛耳っていたS豆S豆n朝の王KawatⅡ世 も暗殺 され, また唄度設 もそ
の息子 ｢特勤｣により暗殺された｡西突厭の分裂弱健化である｡玄英の蹄途643年頃に ｢特勤｣























































































料は 『障害』西域博序にその名が挙がっている章節撰 『西蕃記』,602年ごろできた勅撰 (彦















































































































































































































































































































































替 したことになる｡ しか し,Begr豆mにおける考古学の成果をみるとそうではなか ったこと
が判る｡Begr豆mには3時期の都市が上下に重なっている｡Ghirshmanが確認 した事賓であ
(25) この726年という年次を侍の記事からまず割り出しておく.慧超はGandh瓦ra,戯賓,謝鶴,犯引


























































































版王の出自である｡『往五天竺閲停』には ｢この園 (Gandhara)はもとは原資王 (非発願の
K豆pi畠王王)が支配していたので,[いまの]莱厳重の父親は軍と-部落とを領有して腐賓王
に投下していた｡しかし後に楽廉の軍が強くなると腐賓王を殺して自分が国主になったO｣
とみえる(31)｡問題はこの ｢阿部｣,すなわち ｢父｣が誰かという-鮎であるO藤田豊八 (1931,
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国版 Ⅷ
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